
構

留

報

措法

調電Z

。
昭
和
十
年
度
漢
文
部
ヤ
科
講
義
題
目

会
本
傍
注
統
一
(
演
習
〉

老
一
庶
議
長

経
感
一
に
於
け
る
特
殊
問
題
一
蹴
明
夜
明
制

鰭
記
九
日
疏
ハ
淡
脅
〉

日
知
鍛
(
波
mm〉

儀
純
諮
パ
松

支
那
道
徳
史

支
均
官
接
概
論

文
選
議
長

一
花
品
開
講
義

。
本
年
度
卒
業
生
論
文
題
目

自営渓可:1

本チN代JPIf
に感殺の
残論育研f
存諾制究
せ設度
る E文
支
那
古
韻
0) 

研
究

懸瀧字版島内内務諸諸
谷}11 !1.lJ'音1)EEI野野橋橋橋

言審議数議議教教教数数
向lin~î 授出Ii Biji授授授授授

同

夜

猛

雄

杉

本

重

雄

一

臨

家

弘

示品

4
4
4
1
j
7

4
A
r
e耳
1

ゴ
4
4
4
A
，

。
本
年
度
準
曾
委
員
氏
名

研
究
部

編
幹
部

曾
計
部

渡
議
米
一
昔
・
阿
波
猛
雄
・
倉
問
貞
美
・
上
原
好
一

松
村
利
行
・
鎌
間
五

小
襟
文
四
郎
・
板
柳
玄
麟

。
恭
一
卒
講
演
命
日

昭
和
十
年
五
月
十
八
日
(
土
)
午
後
一
時
半
よ
り
、
新
館
第
二
舎

議
室
に
於
て
開
催
す
。
諸
橋
・
内
野
・
森
本
，
熊
坂
・
小
林
諸
先
生

を
始
め
、
先
翠
及
び
忠
一
生
ん
向
日
員
等
五
十
鈴
名
の
列
席
を
得
‘
近

来
誘
花
見
る
活
気
あ
る
盛
舎
に
し
て
、
本
年
度
努
設
の
講
演
舎

と
し
て
志
議
す
る
所
嘉
一
だ
大
友
る
も
の
が
あ
っ
た
。
主
ハ
の
要
項

衣
の
如
し

一

、

隠

舎

之

綜

忠

一

生

向

奴

猛

雄

京

一
、
支
那
古
代
哲
療
の

一
つ
の
見
方
誤
報
域
飯
島
忠
夫
先
生

〈
御
講
演
は
~
幸
に
別
項
の
如
く
搭
載
す
る
の
築
を
得
ま
し
た
。
〉

一

、

間

合

之

鯨

舎

長

諸

橋

教

授

O
第
十
二
回
研
究
後
一
表
合
同

六
汚
十
五
百
(
主
)
午
後
一
時
よ
り
、
奨
文
態
一
家
一
研
究
室
に
於

7
t
 



て
、
左
の
如
き
研
究
務
表
舎
を
開
催
す
。
諸
橋
・
小
林
諸
先
生

を
始
め
と
し
、
先
輩
製
生
党
ハ
他
約
三
十
名
の
列
席
を
得
た
ち
。

一
、
間
関
A
W

附

之

防

御

謬

生

局

阪

猛

雄

君

一
、
対
米
秦
初
に
於
け
る
締
法
並
に
今
古
文
の
戒
態

党
翠
内
野
熊
一
郎
氏

〈
御
研
究
の
内
容
は
、
規
文
第
十
八
編
第
二
競
に
搭
載
せ

ら
れ
て
潜
り
ま
ず
か
ら
、
就
い
て
御
参
照
せ
ら
れ
ん
と

と
を
切
望
し
ま
す
。
〉

一
、
関
舎
之
鯨

合
長

諸

橋

孝文
授

。
秋
季
講
演
合
(
共
の
一
)

十
月
十
五
日
〈
火
)
午
後
三
時
牛
よ
り
、
漢
文
事
第
一
研
究
室
応

於
て
、
次
の
如
く
秋
季
講
演
舎
を
開
催
す
。
諸
橋
、
内
野
務
先

生
を
始
め
、
先
輩
療
生
設
パ
弛
併
せ
て
約
四
十
名
列
席
。

一

、

開

合

之

鮮

総

一

生

倉

田

貞

美

毅

一
、
十
一
一
一
絞
注
統
一
止
字
に
就
い
て

武
裁
高
校
教
授

H
A

文
事
博
士
カ
取
虎
之
売
先
生

御
誘
演
の
大
路
を
申
上
げ
る
と
、
最
初
に
校
勘
の
必
要
と
支
那

各
時
代
一

ι於
け
る
校
勘
の
概
略
を
論
越
せ
ら
れ
、
女
児
侃
元
の

十
一
一
…
絞
注
疏
校
勘
詑
の
成
立
に
最
も
関
係
あ
る
も
の
を
、
我
が

山
弁
附
加
の
七
総
説
子
孜
文
及
び
泌
錐
の
十
一
一
一
経
一
日
疏
正
字
の
ご

一七一一ぬ

本
と

L
七
経
友
子
弦
文
の
校
勘
に
於
け
る
勝
れ
た
る
怒
度
を
格
設
‘

し
、
念
丸
山
鴻
鎧
の
十
一
ニ
経
一
夜
疏
正
字
の
御
研
究
を
、
共
の
成
'
立
の
事

務
及
び
共
の
内
容
等
花
関
し
、
極
め
て
興
味
深
く
後
表
せ
ら
れ
た
Q

十
二
経
正
字
八
十
一
各
は
、
鴻
鐙
の
著
と
も
一
去
は
れ
、
叉
四
産

会
帯
一
一
同
総
目
提
要
K
は
磁
璃
沈
廷
芳
撰
と
あ
る
の
が
一
の
境
問
で
あ

り
、
次
医
院
一
克
が
引
用
中
氏
乾
隆
版
設
本
所
裁
の
も
の
多
き
も
、

彼
は
之
を
つ
殿
本
田
」
と
務
せ
や
し
て
、
す
べ
て
「
浦
鋒
日
」
と

せ
し
と
と
が
疑
問
の
こ
で
あ
る
。
後
者
の
疑
問
に
就
い
て
は
、
嘉

警
務
芯
滞
鐙
の
俸
に
は
、
持
鐙
が
十
一
二
経
正
字
八
十
一
各
を
作
り

1
4
午
邸
ち
乾
隆
二
十
七
年
比
死
す
と
あ
る
も
、
殿
本
は
乾
隆
十
二

年
に
成
る
を
以
て
、
年
代
上
滞
鐙
の
設
が
殿
本
の
材
料
に
な
っ
た
唱

の
で
友
く
、
寧
ろ
滞
銭
が
殿
本
を
材
料
と
し
て
参
照
し
た
も
の
3
4

思
は
れ
る
。
然
ら
ば
何
故
に
抗
元
が
殴
本
を
あ
げ
iJY
し
て
「
浦
鐙

臼
」
と
し
た
か
。
北
ハ
れ
は
殴
本
は
近
代
の
文
践
を
以
て
、
間
山
ひ
切

っ
た
改
縦
を
行
っ
た
も
の
で
、
之
花
従
ふ
事
が
出
来
な
い
。
然
し

殿
本
は
勅
撰
た
る
以
上
、
之
を
疋
溜
よ
り
攻
撃
し
得
な
い
。
依
。

て
殿
本
を
参
照
せ
る
鴻
鈴
を
非
難
す
る
と
と
に
依
っ
て
、
絵

ι般

本
を
攻
撃
非
難
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

説
者
の
疑
問
に
就
い
て
は
、
常
に
依
れ
ば
、
沈
廷
芳
は
乾
隆
一
…
…

十
七
年
K
死
し
も
長
十
一
一
一
経
正
字
八
十
容
を
著
は
す
と
あ
る
。
市

し
て
沈
廷
労
民
六
十
一
裁
の
時
治
鈴
が
死
ん
で
ゐ
る
。
又
訊
中
の



作
に
か
も
λ

る
沈
氏
の
停
に
は
、
日
比
字
八
十
巻
は
鴻
斜
・
沈
廷
芳
ニ

氏
合
箸
と
あ
る
。
之
に
依
っ
て
考
ふ
る

ι、
持
銭
が
家
庭
著
者
氏

率
ら
た
り
し
も
、
経
済
的
徐
裕
な
く
正
字
を
出
版
す
る
に
到
ら
・
な

か
っ
た
。
之
を
沈
氏
が
聞
き
、
幾
分
之
氏
改
い
仰
を
加
へ
た
も
の
を
、

洗
氏
の
死
後
共
子
が
父
の
著
と
し
て
世
に
出
し
た
も
の
で
あ
り
、

斯
く
て
乾
際
問
十
七
年
間
庫
会
議
中
花
開
戦
沈
怒
芳
撰
と
し
て
牧

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
院
元
は
と
の
事
情
を
知
っ
て
ゐ
た
の

で
、
校
勘
詑
氏
於
て
沈
氏
に
は
一
一
お
も
言
及
し
・
な
か
っ
た
の
で
あ

h

り
F

つ。次
民
主
字
の
内
総
に
就
い
て
、
治
一
銭
の
新
設
卒
見
の
多
き
を
迷

ぺ
ら
れ
た
が
、
今
劣
略
す
る
。

一
、
開
A
W
之
僻

A
V
長

橋

教
授

諮

。
秋
季
講
演
舎
(
尖
の
二
)

十
一
月
三
十
日
(
土
)
午
後
二
時
よ
り
、
新
館
一
一
一
五
五
心
湾
整
数

議
に
於
て
、
次
の
如
く
講
演
舎
を
開
催
す
。
諸
橋
・
内
野
・
熊

坂
小
林
諸
町
生
を
始
め
と
し
、
先
輩
事
生
等
併
せ
て
五
十
鈴
名

列
席
叡
め
て
有
設
に
し
て
興
味
津
々
た
る
講
演
舎
で
あ
っ
た
。

共
の
嬰
項
左
の
如
し
。

一

、

間

合

之

滋

…

~

先

輩

渡

濃

一

末

吾

氏

一
、
長
安
の
古
畿
を
訪
ぬ
て

i
i操
教
史
畿
を
中
心
と
し
て

一
一
政
的
断
材
不
全
問
先
生

本
年
八
月
よ
担
十
月
下
旬
に
か
け
、
東
方
文
化
研
究
所
よ
り
沃

法
せ
ら
れ
て
支
那
文
化
御
研
究
の
中
、
長
安
古
援
に
封
す
る
務
的

態
様
よ
り
、
偶
然
に
叉
危
険
を
討
し
て
、
遂
に
先
人
未
踏
の
長
安

の
古
都
を
訪
ね
ら
れ
た
と
の
事
で
、
先
生
の
御
講
演
は
最
も
興
味

あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
御
講
演
K
従
へ
ば
、
今
の
長
安
は
階
庶
時

代
の
長
城
の
跡
に
し
て
南
北
五
虫
、
東
問
七
患
の
都
合
で
あ
り
、

と
の
地
は
綬
代
帝
都
た
り
し
上
、
更
に
係
数
文
化
の
根
源
地
で
あ

り
、
他
の
地
に
比
し
て
判
的
る
庭
容
易
に
史
畿
は
眺
め
ら
れ
、
又
自

然
の
風
物
も
一
種
一
疋
ひ
得
ざ
る
親
し
み
と
懐
し
さ
と
を
以
て
被

ぜ
ら
れ
た
と
の
と
と
で
あ
る
。
我
留
の
体
数
た
る
律
{
一
千
法
相
・
一
ニ

論
・
華
厳
・
天
蚕
乙
塾
一
一
一
同
等
の
諸
宗
は
、
何
れ
も
此
の
地
に
根
源
す

る
所
諮
長
安
保
教
の
系
統
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
蛍
年
の
寺
院

や
高
検
の
境
基
が
多
く
、
伶
敦
史
畿
上
特
広
重
要
に
し
て
旦
興
味

あ
る
と
の
事
で
あ
る
。
先
生
は
之
等
悌
敦
史
銭
認
査
の
炊
態
?
一
幻

燈
窓
呉
を
使
用
せ
ら
れ
て
、
一
々
詳
細
に
設
明
せ
ら
れ
、
一
向
を

し
て
呉
に
長
安
古
都
に
滋
ぶ
の
忠
ひ
る
ら
し
め
た
。

最
後
に
、
彼
の
地
を
抜
一
行
し
て
見
る
と
‘
文
期
や
悌
教
寺
院
の

破
壊
彩
し
き
に
比
し
て
、
選
複
は
破
壊
の
度
少
く
、
更
に
回
数
関

係
の
も
の
の
如
き
は
整
然
と
し
て
奮
態
を
存
し
て
ゐ
る
。
共
の
原

図
は
、
犠
数
や
傍
教
は
支
那
一
部
有
識
階
級
の
も
の
に
し
て
、
一
絞

一七一一一



民
衆
に
取
っ
て
深
く
窓
識
化
せ
ら
れ
ざ
る
が
故

κ、
革
関

ι依
て

文
勝
や
寺
院
が
破
壊
せ
ら
れ
て
も
、
何
等
意
と
し
な
い
の
で
あ
担
、

叉
他
間
彼
等
の
之
に
釘
す
る
文
化
俊
俵
意
識
が
日
本
人
記
比
し
て

議
に
及
ば
ざ
る

ι存
す
る
。
故
に
我
々
日
本
人
は
機
愈
あ
る
毎
記
、

叉
特
民
機
命
を
作
っ
て
、
彼
等
に
共
の
文
化
脳
四
億
を
知
ら
し
め
、

彼
等
を
し
て
自
党
せ
し
む
る
事
の
重
要
牲
を
強
弱
せ
ら
れ
た
。

一
、
北
章
一
'
界
の
現
伐
に
就
い
て
腕
僻
…
献
銭
稲
村
先
生

先
生
は
極
め
て
謙
遜
訟
る
部
も
熱
誠
な
る
態
皮
で
、
北
京
総
十
界

俗
現
欣

ι就
い
て
、
官
公
私
立
の
誇
大
島
一
¥
夢
術
研
究
腕
、
図
書

館
、
持
物
館
及
び
製
術
の
欣
態
等
の
諸
項
K
Z
O
て
詳
細
K
御
講

演
せ
ら
れ
、
桜
め
て
有
意
義
で
あ
っ
た
。

一

、

関

ム

山

内

之

税

金

長

諸

橋

教

授

。
第
十
一
一
一
国
研
究
後
表
含

二
月
十
九
日
〈
水
〉
午
後
六
時
停
よ
り
、
本
舘
第
二
台
議
室
K
於

て
本
年
度
故
後
の
研
究
後
夜
食
を
関
鍛
す
。
強
表
者
は
何
れ
も

本
年
度
卒
業
生
で
あ
っ
て
、
各
卒
業
論
文
の
絡
を
後
表
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
各
せ
ら
れ
る
所
持
…
だ
大
で
あ
っ
た
。

一

、

間

合

之

制

御

合

同

点

美

君

}

、

米

子

の

性

訟

に

就

い

て

関

銃

猛

雄

君

一
、
漠
μ
刊

の

博

士

に

就

い

て

杉

本

重

雄

君

一

、

廃

刊

旬

筋

の

論

務

総

に

就

い

て

…

純

弘

君

塾塾塾
生生生

一
七
回

一
、
「
至
」
の
古
演
と
寓
葉
集
・
風
土
記
の
誤
訊
托
就
い
て

関
学
生
松
村
利
行
君

曾

長

誇

犠

教

授

一
、
関
A

何
回
之
諒

O
昭
和
十
年
度
入
山
田
計
報
告

牧
入

前
年
度
よ
り
の
繰
越
金

舎

費

寄

約

金

製
友
合
よ
り
の
補
助
金

特
別
牧
入

合

計

四
五
、
七
七

一
O
七
、
。
。

二
八
、

0
0

、
四
O
、
。
。

七
O

一
コ
二
、
四
七

通

信

費

紙

代

接
合
茶
菓
代

茸
指
針
盤

雪
山
担
拘

Htz昨
日
記
州
出

交

活

費

小
使
乎
蛍

脅
報
第
関
銃
出
版
準
備
費

合

計

差
別
引
残
高
、

一
一
一
、
二
一
一

七
八

七、

0
0

五
二
、
一
六

一
一
一
、
九
八

一
一
、
。
。

二
、
一

O

八

O
、
二
回

一
日
間
一
、
二
一
一
一

〈
二
月
廿
五
日
調
〉

支
出
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